
2 0 2 4 年 5 月 8 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

 

第 251 回「地域の会」定例会資料 〔前回定例会以降の動き〕 
 
 

【不適合関係】 

・4月 11 日 核物質防護に関する不適合情報                  〔P. 2〕 

・4 月 17 日 7 号機制御棒 1本分の駆動用モーターの電源不具合について 

（区分：Ⅲ）                           〔P. 6〕 

・4 月 17 日 7 号機制御棒 1本分の駆動用モーターの電源不具合について（続報） 

（区分：Ⅲ）                           〔P. 7〕 

・4 月 18 日 展望台エリアにおける体調不良者（熱中症）の発生について（区分：Ⅲ）〔P. 8〕 

 

【発電所に係る情報】 

・4月 11 日 燃料装荷後の健全性確認について                 〔P. 9〕 

・4 月 11 日 使用前確認に伴う保安規定の適用について             〔P.12〕 

・4 月 15 日 7 号機に係る試験使用の承認について               〔P.14〕 

 

【その他】 

・4月 30 日 2023 年度決算について                     〔P.15〕 

・4 月 30 日 取締役人事                          〔P.17〕 

・5 月 7 日 魚沼市・見附市における「東京電力コミュニケーションブース」の 

開設について                         〔P.18〕 

・5 月 8 日 柏崎刈羽原子力発電所に関するコミュニケーション活動等の取り組み〔P.19〕 

 

【福島第一原子力発電所に関する主な情報】 

・4月 25 日 福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた中長期ロードマップの 

進捗状況                           〔別紙〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

＜参考＞ 
 当社原子力発電所の公表基準（平成 15 年 11 月策定）における不適合事象の公表区分について 

区分:Ⅰ  法律に基づく報告事象等の重要な事象 
区分:Ⅱ  運転保守管理上重要な事象 
区分:Ⅲ  運転保守管理情報の内、信頼性を確保する観点からすみやかに詳細を公表する事象 
その他   上記以外の不適合事象 
 



東京電力ホールディングス（株）　柏崎刈羽原子力発電所

核物質防護に関する不適合情報

NO. 不適合事象 発見日 備　　考

1
監視用の照明が、正常に消灯しないことを確認した。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、当該不具合箇所を交換し、正常な状態に復旧した。
なお、バックアップ用の照明であったことから、代替措置は不要と判断した。

2023/3/2

2
不適合を管理しているシステムにエラーが発生したため、ログを基に事象前の状態に修正した。
調査の結果、システムの不具合であったことから、システムを修正し、正常な状態に復旧した。

2023/9/29

3
監視モニターの映像が、映らないことを確認した。
他のモニターにて監視機能は維持。
調査の結果、設定による不具合であったことから、設定を変更し、正常な状態に復旧した。

2024/1/25

4
監視に使用するパソコンの一部機能が、正常に動作しないことを確認した。
監視機能は維持。
調査の結果、設定による不具合であったことから、設定を変更し、正常な状態に復旧した。

2024/2/13

5
侵入検知器が、正常に動作しないことを確認した。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、当該検知器を交換し、正常な状態に復旧した。
なお、不具合発生期間中の検知機能は、代替措置にて維持した。

2024/2/20

※核物質防護に関する不適合情報は、対策を行った後、防護上の安全が確認された段階でお知らせしております。
　 このため、発生から公表までに時間を要する不適合もございます。

４．公表区分その他　　　 ５件

２．公表区分Ⅱ　　　　　　０件

2024年3月19日（火）までにパフォーマンス向上会議で確認した核物質防護に関する不適合事象は、下記のとおりです。
※核物質防護措置に関わる情報のため、事象の概要のみ、お知らせさせていただきます。

◆ 不適合とは、本来あるべき状態とは異なる状態、もしくは本来行うべき行為（判断）とは異なる行為（判断）を言います。
法律等で報告が義務づけられているトラブルから、発電所の通常の点検で見つかる計器や照明の故障など、広い範囲の不具合が対象になります。

核物質防護に関わる不適合の公表方針・公表基準については以下のＵＲＬをクリックしてご覧ください。

https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/pp/pdf/policy.pdf

１．公表区分Ⅰ　　　　　　０件

３．公表区分Ⅲ　　　　　　０件

2024年4月11日

2

https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/inside/pp/pdf/policy.pdf
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東京電力ホールディングス（株）　柏崎刈羽原子力発電所

核物質防護に関する不適合情報

NO. 不適合事象 発見日 備　　考

1

侵入検知器の切替作業を実施し、当該検知器の運用前の性能試験において誤った配線で施工したこと
を確認したため、配線を修正し、正常な状態に復旧した。
調査の結果、作業手順書に不備があったことから、作業手順の整備および基本動作の徹底について関
係者へ教育を実施した。

2024/2/8

2 2024/1/25

3 2024/1/26

NO. 不適合事象 発見日 備　　考

1
監視カメラの一部機能が、正常に動作しないことを確認した。
監視機能は維持。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、当該不具合箇所を交換し、正常な状態に復旧した。

2022/8/26

2
核物質防護用発電設備における排煙設備の一部機能が正常に動作しないことを確認した。
発電機能は維持。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、当該設備を交換し、正常な状態に復旧した。

2021/10/28

3

監視モニターの映像が、一部乱れることを確認した。
監視機能は維持。
その後、原因調査中に自然復旧したことを確認した。
調査の結果、設備面に異常はなく再現性もなかったことから、一過性の不具合と判断した。

2023/8/9

4 2024/2/11

5 2024/3/8

6
監視カメラの一部機能が、正常に動作しなくなり、その後自然復旧したことを確認した。
調査の結果、設備面に異常はなく再現性もなかったことから、一過性の不具合と判断した。

2023/11/23

7

核物質防護上の扉における認証装置が、正常に動作しないことを確認した。
障壁機能は維持。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、当該不具合箇所を交換し、正常な状態に復旧した。
なお、不具合発生期間中は当該扉の出入りを一部制限した。

2023/12/25

8
核物質防護上の扉の一部に破損を確認したことから、破損箇所を修理し正常な状態に復旧した。
障壁機能は維持。
調査の結果、現場設備に妨害破壊行為等の痕跡はなく、不審者や不審物もなかったことを確認した。

2024/2/2

侵入検知器が、不法行為等がないにも関わらず動作し続けることを確認したため、当該不具合箇所を交
換し、正常な状態に復旧した。
調査の結果、当該検知器とは別の箇所での作業において、作業手順を誤って実施したことにより、当該
検知器に不具合が生じたもの。
対策として、作業手順の遵守について関係者へ教育を実施した。
なお、不具合発生期間中の検知機能は、代替措置にて維持した。

４．公表区分その他　　　１２件

３．公表区分Ⅲ　　　　　　３件

監視用の照明が、正常に点灯しないことを確認した。
監視機能は維持。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、当該照明器具を交換し、正常な状態に復旧した。

２．公表区分Ⅱ　　　　　　０件

2024年4月2日（火）までにパフォーマンス向上会議で確認した核物質防護に関する不適合事象は、下記のとおりです。
※核物質防護措置に関わる情報のため、事象の概要のみ、お知らせさせていただきます。

◆ 不適合とは、本来あるべき状態とは異なる状態、もしくは本来行うべき行為（判断）とは異なる行為（判断）を言います。
法律等で報告が義務づけられているトラブルから、発電所の通常の点検で見つかる計器や照明の故障など、広い範囲の不具合が対象になります。

核物質防護に関わる不適合の公表方針・公表基準については以下のＵＲＬをクリックしてご覧ください。

https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/pp/pdf/policy.pdf

１．公表区分Ⅰ　　　　　　０件

3
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NO. 不適合事象 発見日 備　　考

9
監視モニターの映像が、一部乱れることを確認した。
監視機能は維持。
調査の結果、設定による不具合であったことから、設定を変更し、正常な状態に復旧した。

2024/2/6

10

核物質防護上の扉が、正常に施錠できないことを確認した。
調査の結果、現場設備に妨害破壊行為等の痕跡はなく、不審者や不審物もなかったことを確認した。
設備面の不具合であったことから、当該不具合箇所を修理し、正常な状態に復旧した。
なお、不具合発生期間中の障壁機能は、代替措置にて維持した。

2024/2/14

11
監視カメラが、正常に動作しないことを確認した。
監視機能は維持。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、当該不具合箇所交換し、正常な状態に復旧した。

2024/2/28

12
核物質防護上の扉が、正常に動作しないことを確認した。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、当該不具合箇所を交換し、正常な状態に復旧した。
なお、不具合発生期間中の障壁機能は、代替措置にて維持した。

2024/3/11

※核物質防護に関する不適合情報は、対策を行った後、防護上の安全が確認された段階でお知らせしております。
　 このため、発生から公表までに時間を要する不適合もございます。

4



東京電力ホールディングス（株）　柏崎刈羽原子力発電所

核物質防護に関する不適合情報

NO. 不適合事象 発見日 備　　考

1

侵入検知器が、不法行為等がないにも関わらず動作し続けることを確認した。
調査の結果、施工時に雨水が侵入したことによる設備面の不具合と推定されたことから、当該不具合箇
所を交換し、正常な状態に復旧した。
なお、不具合発生期間中の検知機能は、代替措置にて維持した。

2023/11/25

2

刃物類を持ち込む際の必要書類は、複写できない専用紙で提出する運用であったが、協力企業から提
出された書類について、周辺防護区域での委託警備員による点検では専用紙でないことに気付かなかっ
たが、防護区域境界での別の委託警備員による点検ではそれを発見し、入域を制止した。
調査の結果、当該書類の確認手順が明確でなかったこと、および書類を提出した協力企業作業員は専
用紙の運用を認識していなかったことを確認した。
対策として、書類確認手順を明確化し手順書に反映の上、関係者に周知するとともに、複写できない専
用紙での運用を当該協力企業に周知した。

2024/3/5

NO. 不適合事象 発見日 備　　考

1
侵入検知器が、不法行為等がないにも関わらず動作し続けることを確認した。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、当該不具合箇所を交換し、正常な状態に復旧した。
なお、不具合発生期間中の検知機能は、代替措置にて維持した。

2023/9/1

2
侵入検知器が、正常に動作しないことを確認した。
調査の結果、設備面の不具合であったことから、当該検知器を交換し、正常な状態に復旧した。
なお、不具合発生期間中の検知機能は、代替措置にて維持した。

2024/2/6

3

核物質防護上の扉における付属機器の一部に破損を確認したことから、当該破損箇所を修理し正常な
状態に復旧した。
障壁機能は維持。
調査の結果、現場設備に妨害破壊行為等の痕跡はなく、不審者や不審物もなかったことを確認した。

2024/2/21

4

発電所構外の店舗より、入構証を拾得したとの連絡があり、協力企業作業員が当該入構証を紛失してい
たことを確認した。
調査の結果、入構証の取り扱いルールが厳密には守られていなかったことから、当該作業員および関係
者へ入構証の取り扱いルールについて再教育を行った。
なお、入構証は当該作業員に返却され、不正使用も確認されなかった。

2024/3/19

2024年4月9日（火）までにパフォーマンス向上会議で確認した核物質防護に関する不適合事象は、下記のとおりです。
※核物質防護措置に関わる情報のため、事象の概要のみ、お知らせさせていただきます。

◆ 不適合とは、本来あるべき状態とは異なる状態、もしくは本来行うべき行為（判断）とは異なる行為（判断）を言います。
法律等で報告が義務づけられているトラブルから、発電所の通常の点検で見つかる計器や照明の故障など、広い範囲の不具合が対象になります。

核物質防護に関わる不適合の公表方針・公表基準については以下のＵＲＬをクリックしてご覧ください。

https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/pp/pdf/policy.pdf

１．公表区分Ⅰ　　　　　　０件

※核物質防護に関する不適合情報は、対策を行った後、防護上の安全が確認された段階でお知らせしております。
　 このため、発生から公表までに時間を要する不適合もございます。

４．公表区分その他　　　４件

３．公表区分Ⅲ　　　　　　２件

２．公表区分Ⅱ　　　　　　０件

5
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2024 年 4月 17 日 

東京電力ホールディングス株式会社 
柏崎刈羽原子力発電所 

区分：Ⅲ  

号機 ７号機 

件名 制御棒 1本分の駆動用モーターの電源不具合について 

不適合の 

概要 

 

2024 年 4 月 17 日午前 7時 13 分頃、燃料装荷作業中の 7 号機において、制御棒の挿入

準備のため、駆動用モーターのブレーカーを入れましたが、その後すぐに制御棒 1 本分

のブレーカーが落ちていることを確認しました。 

 なお、当該の制御棒が挿入される箇所には、燃料は入っておらず、その他の燃料が  

装荷されている箇所には、全て制御棒が挿入されていることから、安全上の問題は 

ありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全上の重

要度／損傷

の程度 

＜安全上の重要度＞ 

 
安全上重要な機器等 ／ その他 

＜損傷の程度＞ 

□ 法令報告要 
□ 法令報告不要 
■ 調査・検討中 

対応状況 

 

ブレーカーが落ちた原因を調査中のため、燃料装荷作業を一時中断しております。 
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2024 年 4月 17 日 

東京電力ホールディングス株式会社 
柏崎刈羽原子力発電所 

区分：Ⅲ  

号機 ７号機 

件名 制御棒 1本分の駆動用モーターの電源不具合について（続報） 

不適合の 

概要 

2024 年 4 月 17 日午前 7時 13 分頃、燃料装荷作業中の 7 号機において、制御棒の挿入

準備のため、駆動用モーターのブレーカーを入れましたが、その後すぐに制御棒 1 本分

のブレーカーが落ちていることを確認しました。 

 なお、当該の制御棒が挿入される箇所には、燃料は入っておらず、その他の燃料が  

装荷されている箇所には、全て制御棒が挿入されていることから、安全上の問題は 

ありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全上の重

要度／損傷

の程度 

＜安全上の重要度＞ 

 
安全上重要な機器等 ／ その他 

＜損傷の程度＞ 

□ 法令報告要 
□ 法令報告不要 
■ 調査・検討中 

対応状況 

モーターを起動していない（負荷がない）状態でブレーカーが落ちたため、ブレー 

カーの負荷側に過大電流が流れた痕跡がないか調査しました。 

調査の結果、負荷となるモーターは動作しておらず、周波数変換器に短絡や地絡と 

いった異常はありませんでした。また、ブレーカーの単体試験でも問題がないため、  

使用可能と判断しましたが、万全を期すため、ブレーカーと周波数変換器を予備品に  

取替えました。 

取替え後に制御棒駆動機構の動作確認も実施し、異常がないことを確認したため、  

燃料装荷作業を再開いたしました。 

なお、交換したブレーカーと周波数変換器は、メーカーにて詳細調査を実施します。 

投入し、その後、 
落ちていたブレーカー 

電源復帰に伴い、 
オレンジが消灯 
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2024 年 4月 18 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

区分：Ⅲ 

 

号機 ー 

件名 展望台エリアにおける体調不良者（熱中症）の発生について 

不適合の 

概要 

 

2024 年 4月 15 日午後 1時 10 分頃、展望台エリアにて、資機材置き場の基礎工事を 

実施していた協力企業作業員が、午前中の作業後に体調不良を訴えました。 

その後、体調が回復しないことから、午後 1時 56分に業務車にて病院へ搬送いたし 

ました。 

なお、本人に意識はありますが、自立歩行はできない状態でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全上の重

要度／損傷

の程度 

＜安全上の重要度＞ 

 

安全上重要な機器等 ／ その他 

＜損傷の程度＞ 

□ 法令報告要 

■ 法令報告不要 

□ 調査・検討中 

対応状況 

 

病院での診察の結果、「熱中症」と診断されました。当該作業員は、点滴治療を受け 

症状は回復しております。 

発電所関係者へ業務開始前の体調確認や、休憩、適度な水分および塩分等のミネラル 

補給を心がけるよう、あらためて注意喚起を行います。 
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【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社 

広報室 原子力報道グループ 03-6373-1111（代表） 

 

 

柏崎刈羽原子力発電所 7号機に係る試験使用の承認について 

 

2024年 4月 15日 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

当社は、柏崎刈羽原子力発電所 7 号機のプラントの健全性確認を進めるため、2024 年   

3月 28日に使用前確認変更申請書を原子力規制委員会へ提出※1、あわせて同委員会と経済

産業大臣へ使用前検査変更申請書を提出しました※2。 

（2024 年 3 月 28 日お知らせ済み） 

 

本日、原子力規制委員会より、原子炉を起動する前までに行う使用前事業者検査を含む

設備の健全性確認に向けて、安全対策設備の試験使用の承認を受けました。 

 

当社は今後、燃料装荷を行い、その後の使用前事業者検査を含む設備の健全性確認を  

進めてまいります。作業を進める中で、課題等が見つかれば立ち止まり、必要な対策を  

講じるなど、一つひとつの工程を着実に進めてまいります。 

 

なお、本日、準備が整い次第、16時頃※3を目途に燃料装荷を開始する予定です。 

 

※1 核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律第 43条の 3の 11第 3項に

基づいて申請するもの 

※2 原子力発電工作物の保安に関する命令第 19条第 3項に基づいて申請するもの 

※3 制御棒を挿入する時間 

 

以 上 
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2023年度決算について 

 

2024年 4月 30日 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

当社は、本日、2023年度（2023年 4月 1日～2024年 3月 31日）の連結業績についてと

りまとめました。 

 

売上高は、主に東京電力パワーグリッド株式会社、東京電力エナジーパートナー株式会

社において、燃料・市場価格の低下等によって売上が減少したことなどにより、前年度比

1兆 1,938億円減の 6兆 9,183億円となりました。 

経常損益は、主に燃料費等調整制度の期ずれ影響が好転したことなどにより、前年度比

7,109億円増の 4,255億円の利益となりました。 

また、特別利益に原賠・廃炉等支援機構資金交付金 1,389 億円を計上した一方、特別損

失に、原子力損害賠償費 1,511 億円、災害特別損失 1,109 億円を計上したことから、親会

社株主に帰属する当期純損益は 2,678億円の利益となりました。 

 

                   （単位：億円） 

 
当年度 

（A） 

前年度 

（B） 

比 較 

A－B 
A／B

（％） 

 売    上    高※    69,183   81,122  △ 11,938 85.3 

 営 業 損 益   2,788  △ 2,289    5,078 － 

 経   常   損   益    4,255  △ 2,853      7,109 － 

 特 別 損 益  △ 1,231   1,639  △  2,871 － 

 
親会社株主に帰属する 
当  期  純  損  益 

  2,678  △ 1,236     3,914 － 

※ 調整力取引に係る会計処理の変更に伴う影響額を前年度にも反映している。 

 

【セグメント別の経常損益】 

2023年度のセグメント別の経常損益については、以下のとおりです。 

・ 東京電力ホールディングス株式会社の経常損益は、特別負担金 2,300 億円の計上な

どにより、前年度比 1,941億円減の 1,271億円の損失となりました。 

・ 東京電力フュエル＆パワー株式会社の経常損益は、JERA における燃料費調整制度の

期ずれ影響が好転したことなどにより、前年度比 2,052 億円増の 1,749 億円の利益

となりました。 

・ 東京電力パワーグリッド株式会社の経常損益は、電気調達費用が減少したことなど

により、前年度比 848億円増の 1,567億円の利益となりました。 
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・ 東京電力エナジーパートナー株式会社の経常損益は、燃料費等調整制度の期ずれ影

響の好転や電気調達費用の減少などにより、前年度比 6,543 億円増の 3,261 億円の

利益となりました。 

・ 東京電力リニューアブルパワー株式会社の経常損益は、卸電力販売が減少したこと

や修繕費が増加したことなどにより、前年度比 68億円減の 451億円の利益となりま

した。 

 

 （単位：億円） 

 
当年度 

（A） 

前年度 

（B） 

比 較 

A－B 
A／B

（％） 

 経   常   損  益   4,255  △ 2,853      7,109     － 

 東京電力ホールディングス  △ 1,271   670  △ 1,941 － 

 東京電力フュエル＆パワー   1,749   △ 303      2,052 － 

 東京電力パワーグリッド   1,567   719      848 217.8 

 東京電力エナジーパートナー   3,261   △ 3,282      6,543 － 

 東京電力リニューアブルパワー    451   519   △   68 86.9 

 

【2024年度業績予想】 

2024年度の業績予想については、柏崎刈羽原子力発電所の再稼働時期を見通せない

ことから、現時点で未定としております。今後、お示しできる状況となった段階で、

お知らせいたします。 

以 上 

【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社 

広報室 経営報道グループ 03-6373-1111（代表） 
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取 締 役 人 事 

2024年4月30日 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

本年6月に開催予定の第100回定時株主総会後の取締役候補者を下記のとおり内定しました

ので、お知らせいたします。本件につきましては、同株主総会及び取締役会を経て、正式に決

定される予定です。 

記 

 

 氏 名 現 職 等 

取締役会長 ＊小林 喜光 当社取締役会長 

取 締 役 ＊大八木 成男  

取 締 役 ＊大西 正一郎 
フロンティア・マネジメント株式会社代表取締役社長執行

役員、弁護士 

取 締 役 ＊新川  麻 西村あさひ法律事務所・外国法共同事業パートナー弁護士 

取 締 役 ＊大川 順子  

取 締 役 ＊永田 高士 公認会計士 

取 締 役 小早川 智明 当社取締役代表執行役社長 

取 締 役 山口 裕之 当社取締役代表執行役副社長 

取 締 役 酒井 大輔 当社取締役代表執行役副社長 

取 締 役 児島  力 当社取締役執行役副社長 

取 締 役 福田 俊彦 当社取締役執行役副社長 

取 締 役 吉野 栄洋 
当社取締役執行役 

原子力損害賠償・廃炉等支援機構連絡調整室長 

取 締 役 守谷 誠二 当社取締役 

＊は社外取締役候補者 

 

以 上 
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（お知らせ） 
 

魚沼市・見附市における「東京電力コミュニケーションブース」の開設について 

 

2024 年 5月 7日 

東京電力ホールディングス株式会社 

新潟本社 

 

当社は、柏崎刈羽原子力発電所において核物質防護強化の取り組みや発電所の安全性を向

上させる取り組みを進めております。 

 

このたび、当社の取り組みについて、地域の皆さまと直接お会いし、ご意見を拝聴すると

ともに、一人ひとりにご説明させていただくため、以下の通り「東京電力コミュニケーショ

ンブース」を開設いたします。 

 

地域の皆さまのご不安やご質問にお答えし、頂戴した貴重なご意見については、今後の発電所

運営に活かしてまいります。 

 

 

＜魚沼市＞ 

・期間：2024 年 5月 18日（土）・5月 19日（日） 

・時間：10時 00分～16時 00分 

・場所：魚沼市地域振興センター／2階多目的ホール（魚沼市吉田1144 番地） 

 

 

＜見附市＞ 

・期間：2024 年 5月 25日（土）・5月 26日（日） 

・時間：10時 00分～16時 00分 

・場所：ネーブルみつけ／多目的広場（見附市学校町1-16-15） 

 

 

 

今後におきましても、新潟県内にてコミュニケーションブースの開設を予定しており、詳細が

決定次第、お知らせいたします。 

 

以 上 

 

【本件に関するお問い合わせ】 

東京電力ホールディングス株式会社 

新潟本社 渉外・広報部 報道グループ  025-283-7461（代表） 
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柏崎刈羽原子力発電所に関する
コミュニケーション活動等の取り組み

2024年５月８日

東京電力ホールディングス株式会社

柏崎刈羽原子力発電所

いただいた声
◆７号機の燃料装荷や健全性確認の進捗状況を知りたい。
◆ホームページに掲載してもどこにあるか分かりづらい。

取り組み事項

◆4月15日に原子力規制委員会より安全対策設備の試験使用の承認を

受けたことから、7号機の燃料装荷を開始しています。

◆燃料装荷およびその後の健全性確認の状況を、地域の皆さまの

ご安心に繋がるよう、進捗をお伝えする特設ページを当社ホーム

ページ内に同日開設しました。

◆特設ページは、当社および柏崎刈羽原子力発電所のホームページの

トップ画面から移動できます。

◆これまでに、４月16日から4月26日まで燃料装荷の進捗状況を毎日

お知らせし、4月27日には燃料装荷後の健全性確認として「燃料配

置確認」および「未臨界状態の確認」の実施についてお知らせしま

した。

◆今後も健全性確認の進捗に応じてお知らせしてまいります。

特設ページにはこちら 燃料装荷については
YouTubeでも公開しています

19



20



21



22



23



24



25



26



27



28



29



30



31



廃炉・汚染水・処理水対策の概要 ２０２４年４月２５日
廃炉・汚染水・処理水対策チーム会合/事務局会議

1/9

「廃炉」の主な作業項目と作業ステップ
使用済燃料プールからの燃料取り出しは、2014年12月22日に4号機が完了し、2021年2月28日に３号機が完了しました。
引き続き、１、２号機の燃料取り出し、１～３号機燃料デブリ(注１)取り出しの開始に向け順次作業を進めています。

１～６号機 燃料取り出し完了 2031年内

１号機 燃料取り出し開始 2027年度～2028年度

２号機 燃料取り出し開始 2024年度～2026年度

初号機 燃料デブリ取り出し開始

２号機 2021年内
※試験的取り出しの着手時期としては、遅く
とも2024年10月頃を見込む

• 多核種除去設備以外で処理したストロンチウム処理水は、多核種除去設備での処理を行い、
溶接型タンクで保管しています。

• 陸側遮水壁、サブドレン等の重層的な汚染水対策により、建屋周辺の地下水位を低位で安定
的に管理しています。また、建屋屋根の損傷部の補修や構内のフェーシング等により、汚染水発
生量は抑制傾向で、対策前の約540m3/日（2014年5月）から約80m3/日（2023年
度）まで低減し、「平均的な降雨に対して、2025年内に100m3/日以下に抑制」を達成しまし
た。

• 汚染水発生量の更なる低減に向けて対策を進め、2028年度までに約50～70m3/日に抑制す
ることを目指します。

シナリオ・技術の検討 設備の設計・製作 解体等原子炉施設の
解体等

汚染水対策 ～３つの取組～

（１）３つの基本方針に従った汚染水対策の推進に関する取組
①汚染源を「取り除く」 ②汚染源に水を「近づけない」 ③汚染水を「漏らさない」

（２）滞留水処理の完了に向けた取組
• 建屋滞留水水位を計画的に低下させるため、滞留水移送装置を追設する工事を進めております。
• 2020年に1～3号機原子炉建屋、プロセス主建屋、高温焼却炉建屋を除く建屋内滞留水処理

が完了しました。
• ダストの影響確認を行いながら、滞留水の水位低下を図り、2023年3月に各建屋における目標

水位に到達し、1～3号機原子炉建屋について、「2022～2024年度に、原子炉建屋滞留水を
2020年末の半分程度に低減」を達成しました。

• プロセス主建屋、高温焼却炉建屋の地下階に、震災直後の汚染水対策の一環として設置したゼ
オライト土嚢等について、線量低減策及び安定化に向けた検討を進めています。

（３）汚染水対策の安定的な運用に向けた取組
• 津波対策として、建屋開口部の閉止対策を実施し、防潮堤設置工事が完了しました。また、豪

雨対策として、土嚢設置による直接的な建屋への流入を抑制するとともに、排水路強化等を計
画的に実施していきます。

原子炉格納容器内の状況把握/
燃料デブリ取り出し方法の検討 等

燃料デブリ
取り出し

燃料デブリの
保管/搬出

1、3号機 2号機

燃料デブリの
取り出し

揚水井

地下水位

原子炉建屋

水ガラス
地盤改良

浄化処理

溶接型タンク

屋根損傷部補修

海
側
遮
水
壁

地
下
水
ド
レ
ン

陸
側
遮
水
壁

地
下
水
バ
イ
パ
ス

サ
ブ
ド
レ
ン

滞留水

陸
側
遮
水
壁

敷地舗装

タービン建屋

セシウム除去
淡水化

メガフロート
着底

港
湾

赤字：（１）３つの基本方針に従った汚染水対策の推進
青字：（２）滞留水処理の完了
緑字：（３）汚染水対策の安定的な運用

更なる
水位低下

開
渠
内

トレンチ

防潮堤

汲み上げ

汲み上げ 汲み上げ

汲み上げ

汲み上げ

サ
ブ
ド
レ
ン

(注1)事故により溶け落ちた燃料

多核種除去設備等処理水の処分について
ALPS処理水の海洋放出に当たっては、安全に関する基準等

を遵守し、人及び周辺環境、農林水産品の安全を確保してま
いります。また、風評影響を最大限抑制するべく、モニタリングの
さらなる強化や第三者による客観性・透明性の確保、IAEAに
よる安全性確認などに取り組むとともに、正確な情報を透明性
高く、継続的に発信してまいります。

処理水対策

燃料
取り出し

燃料の
保管/搬出がれき撤去 等 燃料取り出し

設備の設置

3、4号機

使用済燃料プール
からの燃料取り出し

1、2号機

＜中長期ロードマップにおけるマイルストーン＞

ALPS処理水の海洋放出の流れ



2023年度の汚染水発生量は約80m3/日 中長期RM目標達成

◆１～３号機の原子炉・格納容器の温度は、この１か月安定的に推移しています。
また、原子炉建屋からの放射性物質の放出量等については有意な変動がなく、 総合的に冷温停止状態を維持していると判断しています。

東京電力ホールディングス（株）福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた中長期ロードマップ進捗状況（概要版）

取組の状況

2号機

注水

615体

西側前室

遮へい体
南
側
前
室
鉄
骨
設
置
中

陸
側
遮
水
壁

2016/3/31
凍結開始

1568/1568
凍結管設置 (本)

2015/11/9
凍結管設置完了

燃料取り出し用
カバー

取り出し完了燃料（体）
1535/1535*1

（2014/12/22燃料取り出し完了）

＊1：2012年に先行して
取り出した新燃料2体を含む4号機3号機

注水

遮へい体

ドーム屋根 燃料取扱機
クレーン

FHMガーダ

566/566
（2021/2/28燃料取り出し完了）

取り出し完了燃料（体）使用済燃料
プール(SFP)

オペレーティングフロア
（オペフロ）

392体

原子炉建屋(R/B) 1号機

原子炉
格納容器
(PCV)

原子炉
圧力容器
(RPV)

燃料デブリ

ペデスタル

サプレッション
チェンバ（S/C）
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ALPS処理水海洋放出について

2号機 使用済燃料取り出しに向けた工事の進捗について
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測定状況 基準等
達成度

【東京電力】タンクC群の処理水の性状（測定・評価
対象の29核種の濃度）（2/29採取） ○

【東京電力】放水立坑及び海水配管ヘッダ下流
（4/23採取） ○

【東京電力】発電所から3km以内4地点にて実施す
る海域モニタリング結果（4/23採取） ○

【水産庁】水産物トリチウム濃度（ヒラメ等、4/23採
取） ○

＜ALPS処理水の5回目放出に伴う測定状況＞ ※詳細は6ページ左側に記載ALPS処理水の第5回放出に向け、測定・
確認用設備のタンクC群を分析した結果、東
京電力及び外部機関において放出基準を
満足していることを確認しました。
そのうえで、4月19日から測定・確認用設

備のタンクC群のALPS処理水の海洋放出を
開始しました。
引き続き、海水中のトリチウムについて東京

電力が毎日実施する迅速な分析の結果等
から、計画どおりに放出が基準を満たして安
全に行われていることを確認していきます。

2号機 燃料デブリ試験的取り出し作業の準備状況について

建屋屋根の損傷部の補修や構内のフェーシング等による重層的な汚染水対策を
進めた結果、汚染水発生量は抑制傾向となっています。
2023年度の降雨量は1,275mmと、平年（約1,470mm）より少なく、汚染

水発生量の実績は約80m3/日でしたが、平均的な降雨量で評価した場合でも約
90m3/日となり、中長期ロードマップの「平均的な降雨に対して、2025年内に
100m3/日以下に抑制」のマイルストーンを前倒して達成と評価しました。
今後は、2028年度までに汚染水発生量を約50～70m3/日に抑制することを目

指して、1～4号機建屋フェーシング、1号機原子炉建屋カバー、建屋間ギャップ端
部の止水等の対策に取り組んでいきます。

2号機の燃料取り出し開始に向け、原
子炉建屋最上階（オペフロ）にて昨年
11月から遮蔽の設置を進め、3月18日
にコンクリート遮蔽の打設、4月2日に衝
立遮蔽の設置が完了し、計画した全て
の遮蔽設置工事が完了しました。
燃料取り出し用の構台については、6

月の構台設置完了に向けて、屋根鉄骨
の取り付け作業を実施しています。
引き続き、安全最優先に作業を進めて

いきます。

2号機燃料デブリ試験的取り
出しに向け、テレスコ式装置に
ついては、工場にてモックアップに
よる機能の検証および据付手
順を検証しています。
また、原子炉格納容器貫通

孔(X-6ペネ)では、貫通孔内
部の堆積物やケーブル等の大
部分の除去が進み、5月中に
堆積物の除去が完了する予定
です。オペフロ西側状況

（2024/4/3）

屋根鉄骨の設置状況
（2024/4/2） コンクリート遮蔽

衝立遮蔽 ＜テレスコ式装置のモックアップの様子＞

CRDレール

ケーブル

＜ケーブル等の除去の状況＞



主な取組の配置図
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MP-2

MP-4

MP-6

MP-3

MP-5

MP-7

MP-8

凍土方式による
陸側遮水壁

海側遮水壁

地下水バイパス
地
下
水
の
流
れ

MP-1

廃棄物処理・貯蔵設備
貯蔵庫設置予定エリア

廃棄物貯蔵庫
設置エリア

１
号

２
号

３
号

４
号サブドレン

敷地境界
増設雑固体廃棄物焼却設備

雑固体廃棄物焼却設備

高温焼却炉建屋

プロセス主建屋

地盤改良

タンク設置エリア

2号機 使用済み燃料取り出しに向けた工事の進捗について

2号機 燃料デブリ試験的取り出し作業の準備状況について
ALPS処理水海洋放出について

2023年度の汚染水発生量は約80m3/日
中長期RM目標達成




